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2003年度 経済学部貿易学科卒業 安藤淳也 ･創刊にあたって
横浜市酋区にある浅間台小学校でアシ がむずかしい.子どもたちは余りあるエ 入江直子




バイ トを減らしてボランティアに行つて の子どもとの接し方や話し方､指導の仕 .ATの活動を通じて感じ
いたため､毎月苦しい生活を強いられ 方など一つ一つの技術が勉強になる○そ たこと 平野晃一
た○ しかし､不思議と学校-行くのを辞 れだけでなく､教科によっては教壇にた
めようとは考えなかった.小学校教員に たせてもらうこともできて､ボランティ .ボランティアを通じて学














































































































































うことを強く感 じたO上に挙げた子どもたちの状況は私 あるだろ う｡そ
の理解のしかたであって､これから行かれる方にとって うい うものも､
は違うものかもしれないが､自分で自然に考えていくこ 積極的にや って
とに意義があると思う｡迷っているのであれば､とりあ いって欲 しいと
えず行って欲しい｡疲れたり､面倒になったりすること 思うC
もあるかもしれないが､無駄な経験にはならない｡特に
教師になりたいと思うのであれば､行く機会があれば
行った方がよい.
浅間台小学校以外にも､夏の水泳学習の補助員として
斉藤分小学校､教育実習や実習が始まる前のボランティ
アとして川崎市立上丸子小学校にも行った｡ここでも学
校による違い､先生方による違い､子どもたちの実態の
違いというものを知ることができた｡実際に教師になっ
たとき､自分がどのようなクラス､子どもたちを持つか
は分からない｡子どもたちは一人ひとり違う｡色んな子
を見ていくことは大切である｡
最後に､私が悔いていることが一つある｡それは､数
十人の子どもたちに対して一斉に指導をするという経験
をもてなかったことである｡小学校ボランティアに限ら
ず､複数の子どもたちを指導するボランティアや仕事も
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今回は入江先生の提案で､学校ボランティア活動を新聞にし
てみましたCボラシティア通信の第-号はどうでしたか?この
ような形で､ボランティアを通じて感 じた事､得た事を共有す
る事はとても大切なことだと思います｡ 一
今後も定期的に発行していきたいと思うのでご協力よろしく
お顔いします｡最近ボランティア活動を始めたばかりの人は､
色々楽しい事､苦労している事があると思います｡それを､た
くさんの人々に知ってもらいましょう｡
最近ボランティアを始めたばかりの一人
小野啓之
-129-
